
平成30年度 
健康づくり推進員活動報告 

1. 禁煙キャラバンわくわく 

  市内13小学校、913名に実施 

2． ウォーキングマップ作成準備 

  学習会を2回実施 

   1回目：室内でのストレッチ、2回目：実践ウォーキング 

3. しおかるくるめスープ学習会 

  しおかるくるめスープレシピ集より2品、  

   オリジナルみそ汁を1品実習 

4. 東くるめわくわく元気plus+詳細 

  （１）平成30年度実績     

   （２）前年度ご意見を反映して 

資料 ６ 



4．東くるめわくわく元気plus+詳細 

（１）平成30年度実績 
平成30年度中に元気plus+カードを申請した者について、以下
の結果が得られた。 

 申請者614名 （平均年齢52.9歳、最高齢94歳、最若齢19歳） 

申請者年齢分布 
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本人

541人(88%)

代理

69人(11%)

郵送

4人( 1%)

申請者（代理）申請場所

本人 代理 郵送

申請者申請方法 

働く世代（20～59歳）の申請者
が前年度に引き続き多く、 
全体の61％であった。 

代理申請については 
前年度と比較し増加傾向にある。 
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データが見づらい、差し替えたい 
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食事 運動 休養・こころの健康 コミュニケーショ

ン・社会参加

口腔ケア たばこ・酒 健康管理

目標１・２の選択肢日々の取り組み目標 
～選択肢より２つ選ぶ～ 

日々の取り組み目標は『食事』を選択する方が多く、次いで『口腔ケア』
『コミュニケーション・社会参加』『運動』と続く。 
前年度は食事や運動を挙げる方が多かったが、新規申請から更新申請され
る方が増え、目標の選択も多様になってきているようである。 



①実施した

ことがあり

現在も継続

389人（ 69%）

②実施したこと

はあるが

継続なし

135人(24%)

③今まで全く

したことが

なかった

42人( 7%)

質問１（健康づくりの継続的な経験は？）Q1.健康づくりの継続的な経験について 

①生活習慣

が改善した

142人（25%）

②生活習慣

改善を意識

した

324人（57%）

③特に変化が

なかった

101人（ 18%）

質問３（生活習慣には変化があったか？）Q3.生活習慣の変化について 

①ぜひ挑戦す

る

466人

（81%）

②その時

考える

106人（19%）

③もうやりたくな
い

1人 (0%)

質問４（有効期限が切れたら再挑戦したいか？）Q4.有効期限後の再挑戦の意思について 

Q1では申請者の約3割が健康づくりを継
続的にしたことがなかったと回答して
いる。 
 
Q3では申請者の8割が“生活習慣の改善
を意識した・改善した”と感じている。 
 
Q4では有効期限後について、8割の方が
更新申請の希望がある。 



東くるめわくわく元気plus+『対象者』の拡大 
（平成31年4月1日からの改定内容） 

対象者 現行 平成31年4月1日から 

年 齢 ・16歳以上 同様 

対象者 

・市内に在住する者又は在勤

若しくは在住する者 

  

・市内に在住する者又は在勤若しくは 

 在住する者 

・市内の福祉施設等でボランティア活動 

 を実践している者 

・東久留米市社会福祉協議会ボランティ 

 アセンターに登録のある団体でボラン

ティア活動を実践している者 

・サークル活動を市内で実践している者 



（２）平成30年度 

  第2回健康づくり推進協議会 

ご意見・ご提案 
  ①自分で申請をしに行くのは負担感が大きいが、『代理申 

    請』だと負担感が軽減されると思う。 

  ②周知活動の一環として、東久留米市シニアクラブ連合会 

     会報を活用してはどうか。 

  ③退職後の男性に本事業にもっと取り組んでもらえるといい 

    のではないか。 

   

4．東くるめわくわく元気plus+詳細 



＜ご意見・ご提案反映しました＞ 
①代理での申請も『可能』であることを周知強化 

（広報ひがしくるめ４月１日号１面） 

その他 
・ホームページに掲載 
・健康課発行印刷物にも 
 吹き出しで目立つように 
 記載 
・周知活動内で口頭でも伝 
 えるようにしました。 



②周知活動の強化 ・シニアクラブ連合会 会報誌に掲載 
4．東くるめわくわく元気plus+詳細 



③退職後男性への本事業の周知の一環として 

 

 今年度は市民が多く来所する市役所1階での周知活動 

 をトライアル的に年２回実施予定 

  

  1回目：5月、6月・・・既に終了 

       2日間で96名に元気シートとタブロイドを配布、 

       『目標の設定』を51名が記入 

       カード申請に繋がった方も数名出てきている。       

 

  2回目：10月、11月 

       市民まつり前にプレPRの場としていく。 

       １回目の反省を活かしていく。 

  



＜ご意見・ご提案反映しました＞ 
①代理での申請も『可能』であることを周知強化 

広報ひがしくるめ４月１日号１面 

その他 
・ホームページに掲載 
・健康課発行印刷物にも 
 吹き出しで目立つように 
 記載 
・周知活動内で口頭でも伝 
 えるようにしました。 


